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要約

 

平成 年３月に新たな中学校学習指導要領（以下、学習指導要領）が告示され、中学校において

は令和３年度より全面実施となった。今回の学習指導要領では、豊かな心や創造性の涵養を目指し

た教育の充実に努め、その育成に当たっては、主体的·対話的で深い学びを実現するための授業改善

が必要であると述べられている。

そこで本校数学科では、平成 年度から、「新たな時代に求められる『数学的に考える資質・能

力』を身に付ける生徒」を研究主題とし、研究を進めている。そこで、今年度は副主題を「問題発

見・解決の過程におけるファシリテーションに着目した指導による探究的な学びの実現を目指して」

と設定し、「新たな時代に求められる『数学的に考える資質・能力』を身に付ける生徒の育成」に向

けて、研究・実践を進めてきた。本稿は、その成果について報告するものである。

キーワード：ファシリテーションに着目した指導 探究的な学び 三つの活動

数学的に考える資質・能力
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研究仮説

問題発見・解決の過程において、「ファシリテーションに着目した指導」を行うことにより、「三

つの活動」の充実を図る。そうすることで、「探究的な学び」の実現を目指すことや新たな時代に求

められる「数学的に考える資質・能力」を身に付ける生徒の育成をすることができる。

研究主題並びに研究仮説について

本校数学科では平成 年度から、「新たな時代に求められる『数学的に考える資質・能力』を身

に付ける生徒」を研究主題とし、「本校数学科の目指す『数学的に考える資質・能力』」（表１）、

「 で求められる資質・能力を育成する三つの活動」（表２）を次のように捉え、研究・

実践を進めている（詳しくは平成 年度本校研究冊子参照）。 

 

 

 

 

表１ 本校数学科の目指す「数学的に考える資質・能力」

知識及び技能 
日常生活や社会・数学の事象から問題を数学化し、焦点化する

ための知識及び技能を身に付けるようにする。 

思考力、判断力、表現力等 
事象に応じて、他領域を組み合わせて考察したり、数学的な表

現を関連付けて簡潔・明瞭・的確に説明したりする力を養う。  

学びに向かう力、人間性等 
日常生活や社会・数学の事象へと新たな問題を見いだし解決し

ようとする態度を養う。 

表２ で求められる資質・能力を育成する「三つの活動」

読み解き・対話する活動 
日常生活や社会・数学の事象を数量や図形及びそれらの関係

などに着目し、数学的な問題を見いだす活動 

思考・吟味する活動 
学習課題・問題を解決するために、数学的な推論等を用いて

対話したり、批判的に考察したりして、吟味する活動 

価値を見つけ・生み出す活動 
得られた結果から活用・意味づけさせたり、統合・発展させ

たりして、新たな問題を見いだし解決する活動 

また、令和２年度から、「 で求められる資質・能力を育成する三つの活動」に「学習

を調整する視点」（表３）を取り入れることで、「主体的に学習に取り組む態度」をより育成するこ

とができると捉え、研究・実践を進めてきた（詳しくは令和３年度本校研究冊子参照）。 

 

 

 

新たな時代に求められる「数学的に考える資質・能力」を身に付ける生徒

日常生活や社会・数学の事象から問題を数学化し、数学的な表現を用いて自らの考えを論理

的に説明することができ、新たな問題を見いだし解決しようとする生徒 
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表３ 本校数学科における「学習を調整する視点」

コンテンツの視点 

数学的な知識及び技能を確実に用いることができるようになったり、数

学的な表現を用いて、獲得した知識や自分の考えを既習事項と結びつけ

て、整理・要約することができるようになったりすること  

プロセスの視点 
問題解決に向けて解決方法の計画を立て、必要に応じて確認・修正しな

がら学習を進め、問題解決の過程を振り返って評価・改善すること  

リソースの視点 
生徒同士の多様な考えを認め合ったり、生徒以外の他者の考えを取り入

れたりすること 

 

１年次から４年次までの研究の成果と課題については以下の通りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の構想

本校数学科が捉えた「探究的な学び」とは

本校緒論では、「身に付けた資質・能力を活用・発揮して、粘り強く試行錯誤しながら発展的に課

題（問題）を見付けたり、解決したりしていくことを繰り返していく学び」と捉えている。そこで、

本校数学科では、「探究的な学び」を以下のように捉えた。

 

 

 

 

【成果】

〇 教師が「学習を調整する視点」を取り入れた授業デザインを行ったことで、生徒の主体

的に学習に取り組む態度を育むことができるようになってきた。  

〇 読み解き・対話する活動では、「何を使って」、「どのような考え方で」という発問をす

ることで、問題を焦点化して考えられるようになる生徒が増えてきた。 

○ 思考・吟味する活動では、ペア・グループ活動において、三つの数学的な推論で考えた

り、批判的に考えたりすることができるようになってきた。  

○ 価値を見つけ・生み出す活動では、「 ？」を用いて、新たな問題を見いだす

ことができるようになってきた。 

【課題】

● 「三つの活動」では、一度得られた結果から統合・発展させたり、活用・意味づけさせた

りして新たな問題を見いだす過程で留まり、それ以降の過程を繰り返すことが少なかった。 

● 読み解き・対話する活動では、数学的な表現や既習事項の想起に留まってしまっていた。 

● 思考・吟味する活動では、生徒の多様な意見や考えの整理が十分ではなかった。 

● 価値を見つけ・生み出す活動では、学習課題・問題の結果を得た後に、自らの考えをま

とめたり表現したりすることが十分にできていなかった。 

本校数学科が捉えた「探究的な学び」

教師が支援したり促したりする指導を通して、生徒が問題発見・解決の過程を粘り強く試

行錯誤しながら、発展的に繰り返していく学び 
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本校では、これまでも学習指導要領解説数

学編（以下、学習指導要領）における「事象

を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問

題を自立的、協働的に解決する過程を遂行す

ることである数学的活動」に記載されている

問題発見・解決の過程の研究を重ねてきてい

る。この過程は、学習指導要領解説総合的な学

習の時間編における「探究的な学習における生徒の学習の姿」として図示されている学習過程と重な

りがあると考えられる。具体的には「①課題の設定」は図１のＡ１・Ａ２、「②情報の収集」はＢ、「③

整理・分析」はＣ、「④まとめ・表現」はＤ１・Ｄ２の過程と関連があると考えられる。そこで、本

校数学科では、問題発見・解決の過程を振り返り、繰り返しながら、更に考え続けていく学びが「探

究的な学び」になるのではないかと考えた。

ファシリテーションに着目した指導について

本校緒論では、堀（ ）が整理した４つのファシリテーションのスキルを授業場面でも効果的

に活用できるように、「ファシリテーションに着目した指導」として捉え直している。そこで、本校

数学科では、「ファシリテーションに着目した指導」を以下のように定義した。（表４） 

表４ 本校数学科が定義した「ファシリテーションに着目した指導」の内容

学習の場のデザイン 

に関わる指導の工夫 

問題発見・解決の過程を繰り返していく指導計画に着目した指導の

工夫 

対人関係に関わる 

指導の工夫 

物事の特徴や本質を捉える視点や、思考の進め方や方向性をよりよ

く見いだしたり、広げたりするための指導の工夫 

思考の整理に関わる

指導の工夫 

多様な考えを構造化・視覚化し、「数学のよさ」を実感するための

指導の工夫 

解決・決定に関わる 

指導の工夫 

自らの取組を客観的に評価し、生徒同士の多様な考えを認め合い、

それらを比較するなどして新しい考えを創造するための指導の工夫 

「三つの活動」を充実させる「ファシリテーションに着目した指導」と「探究的な学び」の関係について

「学習の場のデザインに関わる指導の工夫」を行い、問題発見・解決の過程が繰り返される指導

計画を立てる。その上で「読み解き・対話する活動」に「対人関係に関わる指導の工夫」、「思考・

吟味する活動」に「思考の整理に関わる指導の工夫」、「価値を見つけ・生み出す活動」に「解決・

決定に関わる指導の工夫」を取り入れ、それぞれの活動の充実を図る。そうすることで、生徒が問

題発見・解決の過程を粘り強く試行錯誤しながら、発展的に繰り返していくようになり、本校数学

科が考える「探究的な学び」の実現を目指していくことができると考える。

図１ 数学的活動における問題発見・解決の過程

Ａ２

Ｄ２

Ｂ

Ｃ
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研究の構想図

研究の内容

「 」で条件を変更した問題を解決するための指導計画の工夫（学習の場のデザイ

ンに関わる指導の工夫）

この指導の工夫によって、問題発見・解決の過程に沿った「三つの活動」の充実を図りたいと考

えた。「 」で条件を変更する視点を用いて、これまでは、問題作りに重点をおいた指導

を行っていた。それにより、視点に沿って問題を見直して、新たな問題を見いだすことができるよ

うになってきた。しかし、見いだされた新たな問題から、数量や図形などの性質等を活用・意味づ

けしたり、統合的・発展的に考察したりする力は少しずつ身に付いている一方で、新たに見いだし

た問題の解決に取り組むまでには至っていないという現状がある。 

そこで、「 」で条件を変更して見いだした新たな問題を、条件を変更する前の学習課

題・問題と比較しながら解決する指導計画を立てる。そうすることで、問題発見・解決の過程が繰

り返されていくことになり、「探究的な学び」の実現に迫ることができると考える。

「 ・ 」の質問によって見通しをもつための指導の工夫（対人関係に関わる指導の工夫）

この指導の工夫によって、日常生活や社会・数学の事象を数量や図形及びそれらの関係などに着

目し、数学的な問題を見いだす活動の充実を図りたいと考えた。 

これまで、学習課題・問題の解決に向けて、教師の「何を使って」、「どのような考え方で」の発

問から見通しをもたせる読み解き・対話する活動に取り組んできた。「何を使って」の発問に対して、

生徒は、内容そのものに着目し、言葉や数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現や既習事項な

どを想起することができていた。しかし、それらの考えを関連付けたり、どのように活用したりす

るかには至っていない生徒もおり、また、「どのような考え方で」まで考えられている生徒が少なく、
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十分に見通しをもてていない現状がある。 

そこで、教師が「何を使って」と発問をした上で、生徒の反応に応じて、まず「なぜ（ ）」と質

問することで、生徒は数学的な表現や既習事項を活用する理由を考えるようになる。次に「どのよう

に・どうやって（ ）」と質問することで、生徒は数学的な表現や既習事項を相互に関連付けてどの

ように活用・発揮していくかという段階である「どのような考え方で」まで考えられるようになる。

この指導の工夫によって、生徒は、物事の特徴や本質を捉える視点や、思考の進め方や方向性をより

よく見いだしたり、広げたりすることができるようになる。すなわち、日常生活や社会・数学の事象

を数量や図形及びそれらの関係などに着目し、数学的な問題を見いだす活動が充実していくと考えら

れる。 

具体的には、問題発見・解決の過程における「日常生活や社会の事象・数学の事象」から「数学

的に表現した問題」の過程と「数学的に表現した問題」から「焦点化した問題」の過程において、

次のような教師の「 ・ 」の質問によって、生徒が学習課題・問題の解決に向けた見通しをも

てるようにする。 

「日常生活や社会の事象・数学の事象」から「数学的に表現した問題」の過程においての具体例

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｔ ： この学習課題を解決するためには「何を使って」考えればよいですか。 

Ｓ１： ヒストグラムが使えると思います。 

 Ｔ ： なぜ（ ）、ヒストグラムが使えると思ったのですか。 

Ｓ２： 何ｍ付近が多いかを見て分かりやすくするためです。  

 Ｔ ： ヒストグラムのよさは、変化の様子を視覚的に把握することができるところだと

いえそうですね。では、どうやって（ ）、ヒストグラムを作りますか。 

Ｓ３： 階級の幅を決めて作ればよいと思います。 

 Ｔ ： それではこれから、階級の幅を各自で決めてヒストグラムを作り、アドバイスを

考えていきましょう。 
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「数学的に表現した問題」から「焦点化した問題」の過程においての具体例

「数学のよさ」を実感するための指導の工夫（思考の整理に関わる指導の工夫）

この指導の工夫によって、学習課題・問題を解決するために、数学的な推論等を用いて対話した

り批判的に考察したりして、吟味する活動の充実を図りたいと考えた。 

これまで、結果を導き出すまでの過程において、三つの数学的な推論を促したり、思考過程を外

化したりする思考・吟味する活動に取り組んできた。生徒は多様な意見や考えを広げることができ

ているが、多様な意見や考えのよさを吟味して整理できるようにすることが十分にできていないと

いう現状がある。 

そこで、「数学のよさ」について学習指導要領には、≪「数学的な表現や処理のよさ」、「数量や図

形などに関する基礎的な概念や原理・法則のよさ」、「数学的な見方・考え方を働かせることのよさ」

≫などを意味すると書かれている。また、多様な考えの生かし方まとめ方について古藤（ ）は、

≪「独立的な多様性」、「序列化可能な多様性」、「統合化可能な多様性」、「構造化可能な多様性」≫

の四つに類型化し、多様な考えの質に応じて、まとめ方が異なると示している。さらに、鹿児島県

総合教育センターは、≪本時のねらいを基に、本時で扱う様々な考えの様相を踏まえて、発問する

ことが大切である≫として、考えの様相に対する発問例を示している。「数学のよさ」を古藤の多様

な考えの生かし方まとめ方を参考に分類し、「数学のよさ」を実感させる多様な考えのまとめ方とし

て整理し、鹿児島県総合教育センターが示している考えの様相に対する発問例を参考にまとめを促

す発問をしていく（表５）。この指導の工夫によって、生徒は、多様な考えを構造化・視覚化し、「数

 

 

 

 

 

 

学習問題：色紙を n枚はる時に必要な画びょうの個数を文字式を用いて表そう。  

 Ｔ ： この学習問題を解決するためには「何を使って」考えればよいですか。 

Ｓ１： 規則性を見つければよいと思います。 

 Ｔ ： なぜ（ ）、規則性を見つければよいと思ったのでしょうか。 

Ｓ２： 同じように増え方をしているので、きまりを見つけられそうだと思ったからです。 

 Ｔ ： では、どうやって（ ）、規則性を見つけていきますか。 

Ｓ３： 図に印をつけたり、表にまとめたりすると規則性が見つけやすくなると思います。 

 Ｔ ： それではこれから、図に印をつけたり、表にまとめたりして規則性を見つけ、nを使っ

た文字式で表してみましょう。 
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学のよさ」を実感できるようになり、学習課題・問題を解決するために、数学的な推論等を用いて

対話したり、批判的に考察したりして、吟味する活動が充実していくと考えられる。

具体的には、問題発見・解決の過程における「焦点化された問題」から「結果」の過程で多様な

考えを出させることにする。そして、問題を解決した後に、多様な考えをまとめることで、「数学の

よさ」を実感することができるようにする。

表５ 「数学のよさ」を実感させる多様な考えのまとめ方とまとめを促す発問の例

「数学のよさ」の分類 多様な考えのまとめ方 まとめを促す発問の例

数学的な表現のよさ 

独立的な多様性 
・ それぞれの考えのよいところはどこ

でしょうか。

・ この考えは○○でとてもよいですね。

数量や図形などに関す

る基礎的な概念のよさ 

数学的な処理のよさ 
序列化可能な多様性

・ どれが速くできますか。

・ どれが簡単に 正確に できますか。
数量や図形などに関す

る原理・法則のよさ 

数学的な見方・考え方

を働かせることのよさ 
統合化可能な多様性 
構造化可能な多様性 

・ 考えが似ているものはどれですか。

・ 考えが異なっているものはどれですか。

「焦点化した問題」から「結果」の過程においての具体例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な見方・考え方を働かせることのよさを実感するまとめ方の例】

学習問題：多角形の外角の和が °になることを説明しよう。  

 

 

Ｔ ： これらの考え方で、考えが似

ているものはどれですか。 
Ｓ１： 右上と左下の考えは、どちら

も三角形の内角を文字に置いて

考えています。 
Ｔ ： そうですね。この考えは一般

化といいます。では、考えが異な

っているものはどれですか。 
Ｓ２： 左上は、正多角形で考えてい

ます。 
Ｔ ： そうですね。これは単純化し

て考えたといえますね。 

【数学的な表現のよさを実感するまとめ方の例】

学習問題：表や図を用いて、連立方程式をつくり問題を解こう。  

 

 

Ｔ： 図と表を用いたそれぞれの考えの

よいところはどこでしょうか。

Ｓ： 図においては、問題文を視覚的に

捉えやすくなっていて、表において

は、問題文の内容にある数量の変化

が分かりやすくまとめられている

ことがよいところだと思います。 
Ｔ： 図や表のよさを用いて情報を整理

することで、式をつくり問題を解く

ことができるようになりますね。 
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学びの振り返りを共有するための指導の工夫（解決・決定に関わる指導の工夫） 

この指導の工夫によって、得られた結果から活用・意味づけさせたり、統合・発展させたりして、

新たな問題を見いだし解決する活動の充実を図りたいと考えた。 

これまでは、教師が中心となって、生徒と本時の学習の振り返りを行ってきた。教師が学習課題から

結果までの過程を学習の活動状況や理解状況に注意を向けさせるプロセスの視点で生徒に振り返りを

させ、本時の授業を通して、身に付けたことや分かったことなどをまとめてきた。しかし、生徒が自ら

の学習過程を振り返ったり、他者の多様な考えを取り入れたりして、振り返ることが少なかった。

そこで、本時の授業で学んだ過程について、「できるようになったこと」、「大切だと思ったこと」

を振り返らせ、 スプレッドシートに入力させる。その際、入力内容を全体で共有できるよう

に設定し、多様な考えを相互に出し合ったり、認め合ったりできるようにする。そして、 ス

プレッドシートに入力された内容を テキストマイニング ユーザーローカルで変換し、生徒と

共に合意形成できるようにする。この指導の工夫によって、生徒は、自らの取組を客観的に評価し、

生徒同士の多様な考えを認め合い、それらを比較するなどして新しい考えを創造するようになる。

そして、得られた結果から活用・意味づけしたり、統合・発展させたりして、新たな問題を見いだ

し解決する活動が充実していくと考えられる。

具体的には、問題発見・解決の過程における「結果」の場面において、次のように学びの振り返

りを共有するようにする。

「結果」の場面においての具体例

Ｔ ： 今日の授業であなたが「できるようになったこと」、「大切だと思ったこと」をスプ

レッドシートに記入しなさい。他の人の考えを参考にしても構いません。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ ： スプレッドシートに入力された内容を

テキストマイニングで変換しました。ど

のような言葉が多く使われていますか。 
Ｓ１： 樹形図や表、確率が多いです。 
Ｔ ： そうですね。他にも分かりやすいや

考えやすいなどが書かれていますね。

では、今日の授業はどのようにまとめ

られそうでしょうか。 
Ｓ２： 「確率を求めるときには、樹形図や

表を使って考えれば求めやすくなる」

だと思います。 
Ｔ ： では、そのようにまとめてみましょ

う。 
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研究の実際

本時について

ア 本時の目標

・ 確率を用いて不確定な事象を捉え、考察し表現したり、学んだことを生活に生かそうと

したりすることができる。

イ 本時の評価規準

・ 確率を用いて不確定な事象を捉え、考察し表現することができる。（思考・判断・表現）

・ 不確定な事象の起こりやすさについて学んだことを生活や学習に生かそうとしている。

（主体的に学習に取り組む態度）

ウ 学習課題と学習問題

エ 授業の流れと生徒の活動の様子

授業の流れ 生徒の活動

１ 学習課題を確認する。

（日常生活や社会の事象）

２ 学習問題を設定する。

（数学的に表現した問題）

３ 学習問題に取り組む。

（焦点化した問題）

４ 学習問題を解決する。

（結果）

「 」を視聴する。

視聴した内容を整理し、学習課題を確認する。

学習問題を設定する。

学習問題の解決に向けた見通しをもつ。

個人で見通したことをペアで確認する。

個人・ペアで見通したことを全体で共有し、解決に向けた見通しをもつ。

見通しを基に学習問題に取り組む。

個人で考えた解決方法をペアの人に説明する。

結果から樹形図と表のよさを確認する。

本時のまとめをする。 

 

 

学習課題 

確率を使えば未来がわかる？（確率 アクティブ マスと！ ）  

 

 
学習問題 

 

 

教科論文５－⑵ 「 ･ 」の質問によって見通しをもつための指導の工夫

男子列・女子列ともに席替えをするとき、かい君が気に

なるあの子の隣になる確率を求めよう。

教科論文５－⑶ 「数学のよさ」を実感するための指導の工夫

 

教科論文５－⑷ 学びの振り返りを共有するための指導の工夫
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５ 新たな問題を見いだす。

（問題発見・解決の過程を

繰り返す）

６ 学習過程の振り返り

新たな問題を見いだす。

個人で考えた新たな問題をペアで確認する。

新たな問題に取り組む。

 

 

更に条件を変更した新たな問題に取り組む。

本時の学習を振り返る。

指導の工夫と考察

ア 「 」で条件を変更した問題を解決するための指導計画の工夫（教科論文５－⑴）

「 」を用いて、生徒それぞれが条件を変更した新たな問題を作り、その問題

を解決していく指導計画を立てた。本時では、学習課題・問題の結果が出た後に、生徒は条

件を変更する視点に沿って、以下のような問題を新たに見いだした。

ここで、自ら条件を変更した問題を解くように促した。その際に、既に解決した学習課題・

問題の求め方を参考にしながら、取り組もうとする姿が見られた。また、条件を変更した問

題の結果と学習課題・問題の結果を比較したり、更に条件を変更した新たな問題を見いだし

て解いたりする姿も見られた。このように、問題発見・解決の過程を振り返りながら、更に

考え続けていく「探究的な学び」につなげることができたと考えられる。

（生徒のノート）

（生徒の感想）

・ 「 」を考えるのが楽しかったです。また、自分には表で考える方法の

ほうがやりやすいということに気付けてよかったです。

・ 今回解くことができなかった男女混合の席替えの確率も調べてみたいと思った。

・ いつもスムーズにできない「 」の問題が解けたので嬉しかったです。

など

教科論文５－⑴

「 」で条件を変更した問題を解決するための指導計画の工夫

【生徒が「 」で条件を変更した問題】

・ 好きなところに座ってよい席替えをする確率 ・ 人学級で席替えをする確率

・ 市松模様で席替えをする確率 ・ 男女混合で席替えをする確率
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イ 「 ・ 」の質問によって見通しをもつための指導の工夫（教科論文５－⑵）

学習問題に取り組むための見通しをもたせる場面において、教師が「何を使って」と発問を

し、樹形図または表を使って考えたいと答えた生徒に対して、まず「なぜ（ ）」と質問する

ことで、生徒に理由を考えさせた。次に「どのように・どうやって（ ）」と質問することで、

番号や記号をつけるという方法を想起させた。これにより、生徒は「どのような考え方で」ま

で考えられるようになり、生徒は数学的な見方・考え方を十分に働かせ、見通しをもつことが

できるようになった。また、出てきた考えに対して、発表者に限らず、全体に対して「なぜ（ ）」、

「どのように・どうやって（ ）」と質問することで、他者の考えを取り入れながら考えを深

めることができ、全体で見通しを共有することにつながったと考えられる。

このような生徒との対話を経たことで、落ちや重なりなく場合の数を調べるために、座席

表に番号や記号を付けてから、表や樹形図を作成しようとする生徒の姿を確認することがで

きた。

（生徒のノート）

（授業前と授業後のアンケート結果）

あなたは、今日の授業の「何を使って」について考える場面において、これまでと比べて、

問題を解決するための見通しをもつことができましたか。 （よくできたと回答した人数）

（授業前） 人／ 人 （授業後） 人／ 人

 

Ｔ ： この学習問題を解決するためには「何を使って」考えればよいですか。 

Ｓ１： 樹形図が使えると思います。 

Ｔ ： なぜ（ ）、樹形図を使おうと思ったのですか。

Ｓ２： 重なりなく、すべての場合を書き出せると思ったからです。

Ｔ ： では、どうやって（ ）、樹形図を作れると思いますか。 

Ｓ３： 男子と女子に番号や記号を付けて考えればよいと思います。 

Ｔ ： それでは、男子の座席は番号で、女子の座席にはアルファベットをつけて、かい君が

気になるあの子の隣になる確率を求めてみましょう。



中野弘章・榊　隼弥・豊留洋輔・日髙大志：新たな時代に求められる「数学的に考える資質・能力」を身に付ける生徒の育成 ―問題発見・解決の過程におけるファシリテーションに着目した指導による探究的な学びの実現を目指して－ 109

アンケートの結果より、樹形図を使えばよいとただ考えるのではなく、「なぜ（ ）」や「ど

のように・どうやって（ ）」を使うことで数学的な表現や既習事項などの具体的な活用方

法を明確にして見通しをもてるようになった生徒が増えた。つまり、生徒はこれまでと比べ

て、数学的な見方・考え方を十分に働かせて、見通しをもつことができるようになったと考

えられる。

 

ウ 「数学のよさ」を実感するための指導の工夫（教科論文５－⑶）

「焦点化した問題」から「結果」の過程において、学習問題の解決に向けた生徒の多様な

考えを「数学的な表現のよさ」でまとめることにした。本時は、「樹形図」と「表」のよさ

について整理した。「樹形図」については、視覚的なよさや、全事象を求めずに能率的に求

めることができるよさがあり、また、「表」については、規則的に並んでいるように見える

ため求めやすいというよさがあることを確認し、生徒の思考を整理することにした。そうす

ることで、生徒は多様な意見や考えの整合性・根拠の妥当性を明確にでき、思考を整理でき

るようになったと考えられる。

それぞれの「よさ」を全体で確認することで、その後の「 」で条件を変更し

た問題に取り組むときも、それぞれの「よさ」に着目しながら取り組んでいる姿が見られた。

（よさについて整理したノートや板書の様子） 

 Ｔ： 今日の授業では、樹形図を使った確率の求め方と表を使った確率の求め方が出てきま

したね。樹形図と表にはそれぞれにどんなよさがあると思いますか。 

Ｓ： 樹形図のよさは、視覚的に分かりやすかったり、同じものはまとめて計算したりする

ことだと思います。表のよさは規則性が分かることだと思います。  

（生徒の感想）

・ 樹形図や表のよさに着目して、「使い分ける」ということまで考えながら解決することができた。

・ 樹形図や表を使って確率を出せるようになってきたのでこれからも「区別」をちゃんとし

ていきたいです。

・ これからも樹形図と表のよいところを生かして、様々な問題に取り組んでいきたいです。 など
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生徒の感想からも「使い分ける」や「区別」ということばも出てきており、多様な意見や

考えの整合性・根拠の妥当性が明確になり、「数学のよさ」を実感することができていたと

考えられる。 

 

エ 学びの振り返りを共有するための指導の工夫（教科論文５－⑷）

本時の授業で学んだ過程について、生徒が「できるようになったこと」、「大切だと思った

こと」を振り返ることができるようにした。また、 スプレッドシートに記入した内容

が全体で共有されるように設定した。そうすることで、自分自身の振り返りをしながらも、

他者の振り返りを見ることができ、自分自身の学習過程を評価することができるようになっ

た。さらに、記入された内容を テキストマイニングで変換し、変換された言葉を用いな

がら、生徒と共に合意形成し、本時のまとめとした。そうすることで、生徒は問題解決の過

程を振り返り、新しい考えを創造していくことができていたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

生徒が スプレッドシ

ートに入力したことが確認でき

た後、それらの内容を テキス

トマイニングで変換した。右の

ように表示された複数の単語を

もとに、本時の授業を振り返っ

た。本時では、生徒から出され

た記載内容での頻出度が低かっ

たために、小さく表示された「番

号」という言葉にも着目してま

とめた。本時の内容を振り返り

ながら生徒と対話していく中で、

「番号」という言葉は表や樹形

図を作るために必要とした「数

字や文字」であったことを確認

し、本時のまとめへとつなげた。

（ テキストマイニングで変換した図）

（合意形成した本時のまとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ： 今日の授業であなたが「できるようになったこと」、「大切だと思ったこと」を

スプレッドシートに記入しなさい。他の人の考えを参考にしても構いません。

 

 

 

 

 

 

（発問後に生徒が スプレッドシートに入力した内容） 
・ 表は規則性がわかりやすくて、図はパッと見て組み合わせがわかりやすいというそれ

ぞれの利点を理解して使い分けることが大事だと思った。

・ 樹形図や表のよさを理解して使い分けたり、番号やアルファベットで区別したりする

ことが大切だと思った。
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アンケートの結果より、生徒が納得感をもって合意形成し、新しい考えを創造することができた

生徒が増加したと考えられる。その背景には、大多数の意見のみを取り上げるのではなく、少数派

の意見にも着目し、まとめへとつなげたことも一つの要因となっているのではないかと考えられた。

 

研究の成果と課題

成果

○ 「 」で条件を変更した新たな問題を解決する指導計画を立てたことで、繰り返し

問題作りに取り組んだり、解決しようとしたりする姿が見られた。

○ 「 ・ 」の質問によって、数学的な見方・考え方を十分に働かせて、見通しをもつこと

ができるようになった。

○ 多様な意見や考えの整合性・根拠の妥当性を明確にして、「数学のよさ」を実感することができていた。

課題

● 「 」で条件を変更した新たな問題を解決する指導計画では、本時の内容と照らし

合わせて解決する問題を選択したり、自ら設定したりして、問題発見・解決の過程を更に繰り返

していけるようになる必要がある。

● 「探究的な学び」を年間指導計画の中で、いつ・どれくらいの頻度で位置付けていくかを検討

していく必要がある。
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【付記】

本報告は、鹿児島大学教育学部附属中学校令和５年度の研究紀要で発表した内容に基づき、その

内容を発展させ、その研究成果をまとめたものである。

（授業前と授業後のアンケート結果）

あなたは、「まとめ」の場面において、それまでの過程を振り返ったり、他者の考えを取り入

れたりすることで、新しい考えにつなげることができましたか。（よくできたと回答した人数）

（授業前） 人／ 人 （授業後） 人／ 人


